
会津若松市第２期環境基本計画（改訂版）

の進捗状況報告

令和４年９月20日（火）
会津若松市　市民部環境生活課
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本日の説明内容

1.　第２期環境基本計画（改訂版）とは

2.　計画の令和３年度実績の報告

3.　環境審議会による答申附帯意見への対応状況
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.1 　環境基本計画とは

持続的発展が可能な社会を構築し人と自然が
共生できる市を目指すための条例

会津若松市の環境行政の最上位計画
（第２期計画は平成２６年度から令和５年度までの期間が対象）

環境基本条例

環境基本計画

環境をよくするために目標と施策（取組）
を定めている⇒「道しるべ」
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.2 　計画の目標と構成①
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.3 　計画の目標と構成②
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.4 　計画の目標と構成③
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.5 　計画の目標と構成④

望ましい環境像
（最終目標）

「土・水・緑　そして人共に創るスマートなまち会津若
松」

基本目標
（例）「きれいな環境で、安心して健康に暮らせるまちを
つくる」

個別目標 （例）「空気や水がきれいで安心して暮らせるまち」

環境目標 （例）「水路への油漏れ事故等の件数を令和５年度にゼロ
件に」

環境施策
（取組）

（例）「家庭での灯油流出の防止に向けた啓発を行う」
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.6 　計画を進める体制

市民等 環境審議会

会津若松市役所

環境管理委員会（委員長：副市長）

環境施策の推進（事務局：環境生活課）
報告

報告・諮問

庁内連携・調整

意見・答申「会津若松市の環境」
の発行による年次報告

連携協働
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.7 　（改定版）となった経緯

平成２６年３月策定策定

改定 平成３１年３月に目標・取組の見直し

パリ協定
平成２７年、２１世紀後半に温室効果ガス
の排出量と吸収量との均衡を果たす世界的
合意が実現
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.8 　改訂の経過

平成３０年４～５月
市民等に対する環境意識調査（アンケート）の実施
対象：７，２４０名・事業所　回答：２，４０４名・事業所

平成３０年５月 第１回環境審議会（改訂方針の説明等）

平成３１年２～３月 改訂素案に係るパブリックコメントの実施

平成３１年３月
・第２回環境審議会（改訂案に係る諮問、改訂案の審議）
・第３回環境審議会（改訂案・答申案の審議）
・環境審議会による市長への答申

⇒　成案決定、公表
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1. 　第２期環境基本計画（改訂版）とは 
1.9 　環境審議会での審議等の様子

市長による諮問（第２回） 改訂案・答申案の審議（第３回）

市長への答申
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.1 　基本目標１の基本目標と個別目標

きれいな環境で、安心して健康に暮
らせるまちをつくる

基本目標１
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.2 　基本目標１の環境目標の実績

きれいな環境で、安心して健康に暮
らせるまちをつくる

基本目標１
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.3 　基本目標１の環境施策

きれいな環境で、安心して健康に暮
らせるまちをつくる

基本目標１

【環境施策の例】

家庭での灯油流出の防
止に向けた啓発（市民
向けステッカー）

事業所への立入調査・
指導の強化（事業所で
の悪臭調査）

簡易放射線測定器等
の貸出（貸出用簡易
放射線測定器）
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.4 　基本目標１の評価

きれいな環境で、安心して健康に暮
らせるまちをつくる

基本目標１

市民生活に影響を与え、生活環境を悪化させるような大きな公害や事故等は、市内
では近年発生しておらず、また、放射線についても、平成25年度以降、追加的被
ばく線量が年１ミリシーベルトを超える地区は確認されておりません。
　こうしたことから、環境目標は順調に推移しており、一部は目標を達成していま
す。
　一方、水路への油漏れ等の事故件数は増加傾向にあり、より一層の注意喚起が求
められます。
　引き続き、市民の皆様が安心して健康に暮らせるまちをつくるため、環境負荷の
低減とともに、監視や調査等を継続していく必要があります。



  16

2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.5 　基本目標 2 の基本目標と個別目標

緑豊かで、住んでいて心地よく、人
と自然が共生するまちをつくる

基本目標2



  17

2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.6 　基本目標 2 の環境目標の実績①

緑豊かで、住んでいて心地よく、人
と自然が共生するまちをつくる

基本目標2
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.7 　基本目標 2 の環境目標の実績②

緑豊かで、住んでいて心地よく、人
と自然が共生するまちをつくる

基本目標2
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.8 　基本目標２の環境施策

【環境施策の例】

野生生物の生息環境等の保全（会津若松
市ウェブサイト身近な生き物大図鑑）

緑豊かで、住んでいて心地よく、人
と自然が共生するまちをつくる

基本目標2

猪苗代湖環境保全推進連絡会によるビー
チクリーナーによる猪苗代湖岸清掃
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.9 　基本目標２の評価

緑豊かで、住んでいて心地よく、人
と自然が共生するまちをつくる

基本目標2

　自然環境関連の環境目標については、全体的に改善傾向にあり、とくに、猪苗代
湖の流入河川の水質は多くが目標を達成しています。令和３年度もおおむね良好な
環境が維持されていますが、他方、湖水の中性化が進むなど引き続き注意が必要な
点もあります。
　また、清掃活動等のイベントについては、コロナウイルス感染症の影響により、
開催ができない状況が続いています。
　人と自然が共生するまちをつくるため、引き続き、市民や事業者の皆様、県及び
関係自治体との連携・協働のもとに、森林や里山の保全、生物多様性の確保、猪苗
代湖の水環境の保全に取り組んでいく必要があります。
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.10 基本目標 3 の基本目標と個別目標

地球温暖化を防ぐため、環境と事業活動が
調和したまちをつくる

基本目標3
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.11 基本目標 3 と地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

【計画で定める事項（具体的な施策）】
　○再生可能エネルギーの利用促進　　　　　　　　　　　　　⇒　個別目標３－１
　○温室効果ガスの排出抑制に関する活動の促進　　　　　　　⇒　個別目標３－２
　○温室効果ガスの排出抑制に資する地域環境の整備・改善　　⇒　個別目標３－３
　○廃棄物の発生の抑制　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒　個別目標３－４

「地球温暖化対策の推進に関する法律」により、地方自治体は、
温室効果ガスの排出抑制等を推進するための計画（区域施策編）
を定める必要あり（本市は努力義務）。

上記の施策の実施によって令和５年度（2023年度）までに
平成22年度（2010年度）比で13.2％の温室効果ガスを削減
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.12 　基本目標３の環境目標の実績①

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.13 　基本目標３の環境目標の実績②

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.14 　基本目標 3 の環境目標の実績③

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.15 　基本目標 3 の環境目標の実績④

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3



  27

2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.16 　本市の温室効果ガスの排出量の状況
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.17 　基本目標 3 の環境施策

【環境施策の例】

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3

住宅用太陽光発電システム等設置補助金
の交付

電気自動車・プラグインハイブリッド車、充電設備の普
及の推進（画像は北会津支所設置の急速充電器）
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.18 　基本目標 3 の評価

地球温暖化を防ぐため、環境と事業
活動が調和したまちをつくる

基本目標3

　再生可能エネルギー関連の環境目標、とくに、一次エネルギー需要に占める供給
量の割合については、平成30年度の実績が62.6％（推計に使用する各種統計の都
合上、平成30年度が最新データ）と、目標を達成しました。また、省エネや電気
自動車、ごみ排出量関連の環境目標は目標達成には至っておりませんが、改善傾向
にあります。
　令和３年度には「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」を行ったこともあり、今後
はより一層、温室効果ガス排出量の削減による地球温暖化防止、再生可能エネル
ギーの普及拡大を進めるとともに、市民や事業者の皆様との連携・協働により、省
エネの推進、電気自動車の普及拡大、ごみ排出量の減量など、環境負荷の低減に向
けた取組を強化する必要があります。
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.19 　基本目標 4 の基本目標と個別目標

環境保全をともに学び、協働するま
ちをつくる

基本目標4
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.20 　基本目標 4 の環境目標の実績

環境保全をともに学び、協働するま
ちをつくる

基本目標4
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.21 　基本目標 4 の環境施策

【環境施策の例】

環境保全をともに学び、協働するま
ちをつくる

基本目標4

狂犬病予防接種会場での犬のふん
のマナー啓発活動

ごみのポイ捨て、犬のふんのマ
ナー啓発用看板の無償配布
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2. 　計画の令和３年度実績の報告 
2.22 　基本目標 4 の評価

環境保全をともに学び、協働するま
ちをつくる

基本目標4

　環境教室などの環境教育や、市民や事業者の皆様との協働活動については、前年
度から引き続き新型コロナウイルス感染症対策のため中止・縮小が続いています
が、令和３年度はやや改善の傾向がみられました。
　先人が残してくれた豊かな自然を守り、次の世代に引き継いでいくためには、市
民の皆様の環境保全意識の醸成と、行政と市民・事業者の皆様との連携・協働は必
要不可欠であり、今後は、環境教室やイベント等への参加者数の増を図るため、よ
り効果的な実施手法や広報方法などを検討する必要があります。
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3. 　環境審議会による答申附帯意見への対応状況
3.1 　計画改定案への答申附帯意見
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3. 　環境審議会による答申附帯意見への対応状況
3.2 　附帯意見１への対応
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3. 　環境審議会による答申附帯意見への対応状況
3.3 　附帯意見２への対応

令和１年９月
環境フェスタにおいて、燃料電池自動車を展示し、水素利活用に
関する啓発活動を実施

令和２年８月 県主催「燃料電池現地説明会」に職員派遣

令和３年８月 大手調査会社や水素利用に関する企業団体との意見交換を実施

その他 県などに対して会津地方における水素ステーション整備等につい
て要望を実施
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